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フードンバンク活動
事例紹介

2017年11月9日（木）東京



こんにちは です
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お米のような い麦
は く ば く

精麦

麦茶

雑穀

和麺

穀粉

米

飼料
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フードバンク提供開始のきっかけ

2009年、山梨県で活動されている、
認定特定非営利活動法人フードバンク山梨様に
ご来社いただく。

フードバンク活動の内容を、ご説明いただく。

委託製造品※のスープを、提供。

委託製造品※
はくばく自社で製造できないものを、外部の協力企業様に製造いただく製品。

自社製造品に比べ、製造量や納期に制約があり、出荷量に見合った製造量とするこ
とが困難。
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提供実績 （2010/3/2～2017/9/6）

提供物量 約20t （袋換算で約40,000袋）

提供理由
①出荷期限が過ぎてしまったもの
②製造工程で発生してしまったもの
③物流にのった後、返品となってしまったもの
④保管・輸送等で箱が潰れてしまったもの
⑤その他（サンプル残り端数など）

その他
9%

箱潰れ
9%

物流返品
13%

製造工程
14%

出荷期限
55%

提供理由提供商品 精麦・雑穀・麦茶・乾麺・粉・米など
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提供にあたっての協議内容

平成21年10月31日 同意書締結

同意書の内容
①非営利目的の範囲で使用
②提供先の法規遵守
③帳簿の記録作成・保管・開示
④損害の免責
⑤提供先の免責同意
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提供商品・情報の流れ はくばく社内

不適合品 不適合品

不適合
報告書

不適合
報告書

１不適合品の発生 ２不適合品の隔離

１不適合報告書発行 ２不適合報告書の回覧

提供商品

３提供商品の出荷

不適合
報告書

４不適合報告書
処置の結果報告

特別採用

報告書

３特別採用報告書
の発行と承認

フード
バン
クの

受入
同意
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提供商品・情報の流れ はくばく⇔フードバンク

提供
候補品

提供
明細表

提供
明細表

１提供候補品の保管

１提供明細表発行

２フードバンクが
受入可否の判断

提供商品

トレー
サビリ
ティー
報告書

３受入同意の
連絡受理

受入
同意

２提供商品の出荷

４フードバンクが

トレーサビリティー報
告書発行

３フードバンクが
提供商品を施設等へ
出荷

フード
バン
クの

受入
同意
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広報
フードバンク山梨様HP
食品提供企業

平成29年４月1日発行
はくばく社内報
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フードバンク提供のメリット、提供拡大への障害

メリット
①食品の使命を全うできる
②自社のみでは、できない活動（提供先の選定、トレーサビリティーなど）
③廃棄処理費用がかからない（段ボール、軟装フィルム、穀物の仕訳が不要）
④生活困窮者の皆様も、大切なお客様

提供拡大への障害
①提供品は不適合品であり、不適合品は削減を目指している
②自社名ではない商品は、製造依頼主の承認が必要
③包装不良、印字不良等は、ある程度の範囲内のみ
（④フードバンクの受入許容量）



私たちは穀物の感動的価値を創造し、
人々の健康と豊かな食生活を実現します
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Staple Foods Frontier

ご清聴ありがとうございました


